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日本藻類学会々則

第 1条 本会は日本藻類学会と称する。
第 2条 本会は藻学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親|陸を図ること

を目的とする。

第 3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

1. 総会の開催 (年1回)
2. ~誕類に|謝する研究会，講習会，採集会等の開催
3. 定期刊行物の発刊
4. その他前条の目的を達するために必要な事業

第 4条 本会の事務所は会長のもとにおく。

第 5条 本会の事業年度は 4 月 1 日に始り，~年 3 月 31 日に終る。
第 6条 会員は次の3種とする。

1. 普通会員(藻類に関心をもち， 本会の.l1l!旨に賛同する個人又は団体で.役員

会の承認するもの)。

2. 名誉会員(藻学の発達に貢献があり.本会の趣旨に賛同する個人で，役員会

の推隠するもの)。

3. 特別会員(本会の趣旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した個人又は団体で，

役員会の徴的するもの)。

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(同体制.職業を記入した入会申込書を

会長に差出すものとする。

第 8条 会員は毎年会費500円を前納するものとする。但し，名誉会員及び特別会

員は会貨を要しない。

第 9条 本会には次の役員をおく。

会長 1名。 幹事若干名。 言f議員若干名。
役員の任期は2ヶ年とし重任することが出来る。但し.評議員は引続き 3M選出さ

れることは出来ない。

役員選出の規定は別に定める。(附則第1条~第4条)

第 10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の窓を受けて日常の

会務を行う.

第1i条 評議員は評議員会を構成し，会の要務に関し会長の諮問にあづかる。 都議

員会は会長が招集し，また文書をもって. これに代えることが出来る。

第 12条 本会は定期刊行物 n菜類」を年3回刊行し，会員に無料で頒布する。
(附則)

第 1条 会長は園内在住の全会員の投票ICより，会員の互選で定める(その際評議

員会は参考のため若干名の候補者を推薦するととが出来る)。幹事は会長が会員中よ

りとれを指名委嘱する。

第 2条 害F談員の選出け.次の二方法による。
1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 1名とし，会員数が50
名を越える地区では50名までごとに1名を加える。

2. 総会に於いて会長が会員中より若干名を推薦する。但し，その数は全評議員
の 1/3を越えることは出来ない。

地区割は次の 7地区とする。

北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野，山梨を含む)。中部地区(三重を含む).
近畿地区。中国・四園地区。 九州地区 (i'l'制を含む)。

努~ 3条 会長及び幹事は評議員を兼任する ζとは出来ない.
第 4条 会長および地区選出の評議員IC欠員を生じた場合1;1.，官官任者の残余期間次
点者をもって充当する。

第 5条 本会則はIIB和 33年10月26日より施行する。



秋芳洞(秋吉台)および

その周辺渓流のケイソウ

金綱善恭*

Y. KANETSUNA: Studies on the diatom-flora of Shuhodo Cave 

and its neighbouring streams in the Akiyoshidai 
ー 'li~estone district， Yamaguchi Prefecture 

1.緒言

山口県美禰郡にある秋吉台カルストは，古生代に出来た石灰岩の厚層か

ら出来ている。この中にフズリナ・ウミユリ・その他数百種の化石を含み，

地上には石灰岩地帯特有のカッレンフェルト・ドリ戸ネ・ウパ戸レ・ポリ

エ，地下には雄大な秋芳調を

はじめ多数の鍾乳洞が存在し

ている。

著者は 1961年 8月27日

秋吉台を訪れ，秋芳調及びそ

の周辺の渓流においてケイソ

ウを採集したので，その調査

の結果を報告する。

本報告にあたり，本稿の

校閲並びに秋吉台についての

文献を御貸与下さいました京

都大学名誉教授理学博士上 Fi喧・ 1. 秋芳洞及びその周辺部 1/7民間

野益三先生，同定をして載いた京都大学理学部附属大津臨湖実験所理学博

士根来健一郎先生，調査にあたり御協力下さった山口県美禰郡秋芳11汀芙橘

高等学校教諭阿武至朗氏に対して感謝の意を表する次第である。

2.秋芳洞

秋芳桐の研究には， 阿武 (1960)の「秋吉台の動物植物Jがある。秋芳

* 京都市立旭丘中学校
The Bulletin of Japanese Soci峨yof Phycology Vol. XIlI. No. 1， April 1出5



2 重軽類鎗13巻第1号昭和40年4月

洞の概略について氏の記事から引用すると，“秋

芳洞は秋吉台の地下に聞く大鐘乳調であってカ

ルスト輪廻の壮年期にあたり，約1000万年以

上も経過したと考えられている。洞穴は洞口の

高さ 30m，幅10m，洞内の最も広いととろで

は，幅200m，天;1-1:の最高70m，奥行10kmで

ある。しかし，一般の観光地としての奥行は2

km位である。 その大きさはアメリカのマンモ

ス調に次ぐ世界第二の巨洞といわれ，大正11年

3月天然記念物に，更に昭和28年3月には特

別天然記念物に指定されている。 Fig.2. 秋芳洞略図。

洞内は 1年中気温の変化が少なく，夏も 170C，冬も 150Cを下らない。乙

の影響をうけて調口附近は年間略々 150Cで冬も霜もふらない"としている。

洞内には照明が設備されているが，大正14年に 10個の電灯が設けられ

たのが最初， 現在は水銀灯・盤光灯・一般電球・リフレクタ戸(一般電球を

鏡で反射するようにしてあるもの)など種々使われており， その照明時聞は

午前8時30分より午後5時10分頃までである。

とれらの電灯によって照明されている洞内の部分に羊歯類などの植物が

と乙ろど乙ろに生えており，著者は照明により緑色をなしている部分のうち

で，最も採集しやすい南瓜岩附近の通路近くにおいてケイソウを採集した。

南瓜岩の採集場所は， 300ワットのリフレクターから約2mのと乙ろである。

採集したケイソウは次の8種である。

1. Melosira sp. 

2. Synedra rUlゆensKUTZ. var. familiaris (KUTZ.) GRUN. 

3. Dゆloneispuella (S印刷ANN)CLEVE 

4. Navi切lacontenta GRUN. 

5. N. contenta GRUN. f. bi，α少sARばYfT

6. N. contenta GRUN. f. parallela陀 TER部 N

7. N. contenta GRUN. f. elliptica KRASS阻

8. Amphora sp. 

とのうち基本種Naviculaco悦tentaは，それ以外に f.paralle，'la，f. bicψ'S， 

1) 昭和34年版 日本分県精凶 日本教図株式会社東京 (33，11，10) 
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金網: 秋芳洞(秋吉台)およびその周辺渓流のケイソウ 3 

f. ellipticaなどを含み個体数も最も多く， 出現種の個体数の大部分を占めて

いた。乙れに次いで多いのは Amphorasp.であって他の種の個体数は極め

て少なかった。

また洞内における水質検査は千町凹において行なっただけであるが， pH

7.0-7.2， Ca" 60 mg/Lであった。 乙れは上野(1933)の調査結果による Ca"

の測定量に近かった。いま，氏の調査を併記すると次の様である。

Table 1. (上野 1933)

採水場所 ea" I Mg" I Na' I SiOz I Cl' 

;ム;l:;;:;|;Z|;;::|:;|;:;|;;|;;
採水場所 I SO~' 

;ム;|iL121::|:::|::;|::;
3. 秋芳調口より流出する渓流のケイソウ

秋芳調のrtを流れる地下水は，洞口より出て秋芳j同観光案内所の近くを

通って厚東川に合流している。そ乙で，桐口より流出する渓流について水質

検査を行なったが，その結果は次のようである。

点地集採O
 
N
 

|採集時閥 IpH I た~I ふ)
1 秋芳地洞口から約30m 1日61年1時目月'J7日 1:1.0 51.7 
の点の1}1流 午後

2 観光案内所附近の渓流 1961年8時月'J7日 8.0 16 49.0 
午前10

3 戸白竜水館(案内所附近)井 1午96前18年時8月27日 7.0 17 46.0 

即ち， Table 2に示すように，洞口より流出する渓流 (Table2， No. 1， 

No.2)はいづれも pH8.0を示していて， 洞内の地下水の pH7.0-7.2より

- 3ー



4 議類第13巻第1号昭和40年4月

高かった。上野 (1933)の洞内における昭和6年10月と昭和7年4月の pH

測定結果では， pH 7.3-8.0を示し pH8.0に達するものは稀であったとして

いる。また洞外へ流出した渓流(昭和7年4月)の pHは多少高く 8.2を報告

している。とれは著者の測定とほぼ同じ傾向を示している。

また洞外へ流出した渓流(昭和7年4月)の Ca..は，著者の測定では 4.9

-51.7mg/Lであって，洞内の千町田のように石灰岩が石田状をなし， その

上に貯留した水中に含まれている Ca..(60 mg/L)に比して僅かではあるが少

なかった。

ζれについては上野(1933)の千町田 (56.8mg/L)や調外漢流 (41.7mg/L) 

の測定値も乙れに近い数値を示している。

乙れら水中より検出したケイソウを挙げると次のようである。

A. 秋芳調口から 30mの地点、
1. Melosira varians C. A. AG. 

2. Tabellaria jenestrata (LYNGB.) Kuz. 

3. Diatoma sp. 

4. Synedra ulna (NITZSCH) EHR. 

5. Cocconeis placentula (EHR.) var. lineata (EHR.) CLEVE 

6. C. placentula (EHR.) var. euglyρta (EHR.) C日 VE

7. Achnanthes lanceolata BR曲.

8. Neidium dubium (EHR.) CLEVE f. constriι:ta Hu訂.

9. Stauroneis Smithii GRUN. 

10. Navicula contenta GRUN. f. bic，ゆsARNOTT 

11. Cymbella prostata (BERKE日 Y)C団四

12. C. tumida (BREB.) v. HEURCK 

13. C. tUl-gida (G皿∞IRY)CLEVE 

14. Gomphonema constrictum EHR. var. caρitata (EHR.) C日 VE
15. G.ρarvulum (KUTZ.) GRUN. 

16. G. sp. 

17. Ni・'tzschiapalea (KUTZ.) W. SMITH 

18. Al1~ρhora sp. 

19. Surirella sp. 

即ち， 14属19種であって，これらの出現種のうち，Cocconeisρlacentula 

- 4ー



金網: 秋芳洞(秋吉台)およびその周辺渓流のケイソウ 5 

var. lineataが最も多く，占有度も大部分を占め Amphorasp.がこれに次い

で個体数・占有皮が大であった。

B. 秋芳洞観光案内所附近の渓流

1. l¥lelosira varians C. A. AG. 

2. Cocconeis placentula (EHR.) var. li・'neata(EHR.) CLEVE 

3. C. placentula (EHR.) var. euglypta (EHR.) CLEVE 

4. Achnanthes lanceolata B随B.

5. Gomphonema parvulum (KUTZ.) GRUN. 

6. Navicula contenta GRUN. f. biceps ARN白 T

7. Amphora sp. 

上記6属7種のうち最も占有度が大であるのは Amphorasp.で，Coc-

coneis placentula var. lineataが乙れに次いでいた。

4. 主要出現種類

1) Cocconeis placentula (EHR.) var. lineata (EHR.) C日 VEと C.pla-

centula (EHR.) var. euglypta (EHR.) C団四 (Fig.3) 

乙の2種は Cocconei・'splacentulaの変種で，本邦各地に最も普通に産す

る穫である。当地では秋芳洞口より流出する漠流に， C. placentula var. line-

ataが極めて多数出現している。即ち，洞口より約30mの地点で優占穣，案

内所附近でillI優占種として見出したが， c. 
placentula var. eugly'ρtaはいずれの地点

でも少数であった。

乙れら両様の大きさは，長さ 10-30μ，

幅 8-18μ である。そして特記すべきこと

は，出現個体の中に異常形 (Fig.3)が多い

乙とである。福島 (1948)は「藻類奇形報知」

でケイソウ 3種を記赦しているが，その中

においてC.placentula var. euglyptaを報

告している。それによると周縁の中央部よ

り極によった方において弧状に凹んでい

る。

Fig. 3. Cocconei・'splacentula 
(EHR.) var. lil1l'ata (EHR.) 
CLEVEの変異

異常形1-7. 正常形8.

著者が当地方で採集したものにも福島の報文と同様のものが見られた

が，それ以外に凸出しているものも相当あり，また凹凸が極以外の部分にお

- 5ー



6 藻類第13巻第1号昭和40年4月

いて各所におきているものもあった (Fig.3)。

2) Navicula contenta GRUN.，一一f.parallela PE四時iEN，一一一f.biceps 

A悶 OTT，一一f.elliptica KR必S阻 (Fig.4) 

Navicula contenta，一一一f.parallela， 

一一f.bic，ゅん一一f.ellipticaなど基本種

と3地方種を調穴内南瓜岩附近に極めて

多数見出した。著者が採集した N.con-

tenta，一一一f.parallela，一一一f.bicepsの

3積はいずれもほぼ同じ大きさで，長さ

6.6-10μ，幅2-3.5μ，一一f.ellipticaは

やや太く長さ 6-8/.l， 幅3-4μであっ

た。 FR.Hu回'EDT(1930)の記載では長

さ7-15μ，幅2-3μであるから，氏の

記載では小型に入る。

3) Amphora sp. (Fig.司

ζの種類は長さ 27-30/.l， 幅10-12/.l， 切頂線紋10μ に

15-18であって，当地方では秋芳調内の南瓜宥附近の電灯光線

の照射する部分や洞外に流出する渓流中においていずれも亜優

占積であった。

上記の様に電灯光線の照射する部分に多数見出したととろ

から考えても，環岐に適応力をもった生活力の旺様な積である

と思われる。

n
Hハ〉6

ハ
日

υ5

禽
民
事
パ

ハハ川
υ

ハH
H
υ
2

品
関
阿
智
正

Fig. 4. Navicula contenta GRUN. 
とその変種

1-3. Navicula contenta GRUN. 
4-9. -f. biceps ARNOTT 
10-12. -f. parallela PETERSEN 
13-15. -f. etliptica KRASSKE 

5.結語

秋芳洞及びそれより流出する渓流の水質を調査した結果で

は，洞内の千町田貯留水において pH7.0-7.2， Ca" 60mg/Lで

あって Ca"が相当量合まれていた。また，秋芳調から流出して

. jOノUaいる渓流の測定では， 出口から約30mの地点及び案内所附近

Fig. S. において pHが高くいずれも 8.0を示し， Ca"は49-51.7mg/L 

Am〆IOrasp.であった。乙れらは上野(1933)の調査とほぼ同じ傾向を示して
いる。また千町田貯留水において Ca"が多いのは，石灰岩上に貯留するため

であろう。

j同内外の水質について上野(1933)は NAUMANN(1932)の所謂石灰栄養型

- 6ー



金網: 秋芳洞{秋吉台)およびその周辺渓流のケイソウ 7 

(Gypsotroph)なる標式に属するであろうとしている。

秋芳洞内の南瓜岩附近の緑色部においてはケイソウが見られ，Navicula 

contenta f. bic，φs， Amphora sp. を優占種.~優占種とする群落が認められ

た。とれらの種類はいずれも小型のものばかりで，恐らく，調穴に電灯が設

置されるまでは生育しなかったものばかりであり，現在，電灯光線をエネル

ギF 源として，それの直射する場所を中心として極めて狭い範囲にだけ生育

しているものである。

秋芳調より流出する渓流については，調口より 30mの地点及び案内所

附近の2か所で採集したが，Cocconei・'splacentula var. lineata， Amphora sp. 

を有力種としていた。またC.placentula var. lineata， C. placentula var. 

euglyptaにおいて特に注目すべきことは異常形が多い乙とであるが，乙れが

原因については今後の調査にまたねばならない。

Summary 

The diatom-flora of Shuhodo Cave and its neighbouring stream in the Akiyoshi-

dai Iimestone dis位ict，Yamaguchi prefecture in the western part of Japan was studied 
by the present author in August 1960. 

Shuhodo Cave is the second large in its scale in the world， having 10 km in 
length， 70 m in maximum height and 200 m in breadth. 

The results obtained are as follows: 

A) Shuhodo Cave. 

The diatoms were found in the place around electric Iight at the rock called 

Kabochyaiwa. The flora is composed of eight species belonging to five宮enera，

among which Na't'Icula conlenla is dominant and Amphora sp. subdominant. The 

quality of water of Chimachida ne8r Kabochyaiwa shows the pH value 7.0-7.2 and 

calcium-ion印 mgfL.

B) The stream flowing out of the entrance of the cave. 

The diatoms of this stream fed by under ground water are composed of nine回

teen species belonging to fourteen gener8， of which the representatives are Coccolleis 
placelllula var. lilleata and Amphora sp. The former is very abundant and abnormal 

forms are frequently found. 

主要文献

阿武至朗:秋吉台の動物植物，山口県美称郡秋吉台科学博物館 (1開0). 上野益三:秋吉

台の地下水とその動物，陸水学雑誌， Vol. 2， 91-95 (1930). 福島博:穣類奇形報知， (1)採

集と飼育， Vol. 10， No. 7-8 (August 1948). 
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Fucales ノ ト (1) 

中沢信午*

S. NAKAZAWA: Notes on Fuca!es 

断片的な小知識を書きとめておくととも，まんざら意味のない乙とでは

あるまい。なぜなら，一つには乙うして事実を確かめた乙とになるし，もう

一つには誰かがとれにヒントを得て，新しいアイデアのもとに体系的な研究

を発展させてくれるかもしれないからである。そういう意味で，私が関係し

ている Fucalesについて知り得た小知識の断片を乙れからノートしてゆきた

いと思う。

1. 仮根の数をへらす実験 受精後しばらくたって生ずる幼臨の第 1次

仮根の数は自然条件では種によって大体きまっている。 たとえば Fucus(卵

筏60μ)および Pelvet匂(卵径84μ)では仮根が 1-2本，Cystophyllum cras-

s争es(卵径108-80μ)では4本，Coccoρhora (卵径150μ)では 8本，Sargas-

sum confusum (卵径210-140μ)も8本，S. enerve (卵径250-235μ)では 16

本，Cystophyllum si・'symbrioides(卵径312-229ρ)では 32本である。その他

多くの種について研究報告があり，猪野(1944)は一覧表をつくっている。卵

の大さと仮根数との聞にはパラレJレの関係があるようにみえ，猪野も乙れを

ほのめかしている。そ乙で，仮根数をきめる原因がはたして何かをしらべて

みたいのだが，実はたまたま別の実験の刑産物として，ちょっとしたヒント

が得られたので，これを記しておきたい。

。ーメ JレカプトエタノーJレは細胞に侵入しやすい試薬である乙とから，

その影響を研究してみた。 乙の試薬 M/1，000をふくむ海水中で Coccophora

の受精卵を培養すると，生ずべき第 1i欠似根の数が減少し， 0-3本となる

(図 1)。しかも仮根の伸長生長が制限され，多くの場合わずかに単なる突起と

して生ずるにすぎない。 M/500の濃度をこえると全員枯死し， M/lO，OOO以下

の濃度では正常に発育する。乙の事実から，とれを 8ーメ jレカプトエタノーjレ

の影響とみてよかろう。乙の試薬はタンパクのシステインを酸化する酵素

* 山形大学文壇学部
The Bulletin of Japanese Society of Phyco!ogy Vol. XIII. No. 1， April 1965 
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cystathionaseの活性を低下する性質をもち，

またシスチンの SSを SHに還元して システ

イン化する性質をもつから涯はiJJJ怪の仮根

はSH→SSの変化によってあるタンパク分
子のある 2次構造ができるとと に依存すると

怨像されるが，これにはよりくわしい研究が

必要である。

RNase 1/10，000をふくむ海水に受精卵を

おく と，やは り仮根形成が阻害され， 告~仮根

隆ができる。乙れは仮根分化にある RNAが

参与 している乙とを暗示する。一方において

Fucusの卵では仮根分化の方向にむかつて核

のまわりから RNAが一方交通方式で‘移動し
てゆく事実がある(中沢，1964)から，RNase 

による 1!!~仮根JJ杢は仮根分化に役割を演ずると
図1 Mjl，OOO sメルカプ トエ

ーノレの影響で 2本し

ころの RNAが活性を失ったことを示すと考 か仮綬を生じないスギモ

えられる。 ク幼怪

9 

2. 粘質物による鉄の還元 liliのまわりにある粘質物はおそらく フコイ

デインであろう。 1%塩化第2鉄 (FeC13)放に 1% フエロシアン化カリ 放を

加えるとプノレシャンブ、jレーを生じて背くなる。 乙れは IIIfiUiの鉄イオンとフ

エロシアン基が反応したからである。しかし嵐化第2鉄放にフ ェリシアン化

カリを加えて も背く はならない。 ζれは III仙iの鉄イオンにフェリシアン基

は結合しないから である。しかし櫛化第2欽液をしばらく白光にさらしてか

らフ ェリシアン化カリを加えると，乙んどは背く なる。 ζ れは 光によって

III価の鉄イオンがII価に還元され，それにフェリシアン基が結合してタ ー

ン・ブノレF を生成したのである。とζ ろで粘質物にもこの場合の光とおなじ

辺元作用がある。

Coccophoraの卵を暗所または安全ランフ。の亦光の下で 1%硫化第 2鉄

液にいれ 60分後にとりだして 10秒水洗し，いそいでζれを 1% フエロシ

アン化カリ液にうっすと， 卵簡の粘質は一面に背くなる。 乙れは 60分間に

III仙の鉄イオンが粘質物の中に侵入した乙とを示す。 ところが出化第2鉄

からと りだした卵を，フ エロでなく フェリシアン化カリ液にいれでも育くな

- 9-



10 五事類第13巻第1号昭和40年4月

るのである。 乙れは粘質中に侵入した III
価の鉄イオンの一部が II価に還元された

からにほかならない。では粘質中の何が乙

の還元を行なうのか，それはまだはっきり

しない。粘質物はその大部分がフ コイデイ

ンで，それは糖類の硫酸エステ Jレともいわ

れている。しかし卵周の粘質物はそのほか

にもいろいろの成分を混合しているだろう

と近年の報告から考えられるから，還元の

メカニズムは単純ではなかろう。それはさ

ておき，乙れに関連して記すべき ζ とが一

つある。 それは卵がリセプタクノレの表面に

着いたままで上の笑験をやると図2のよう

な像が得られるととである。とんどは塩化

第 2鉄に入れる時間をみじかく 5分とし，

t舎
ゐ ， 本

図2 スギモク卵の粘質周IC頂端

部から矢印のと乙ろまで侵
入した欽イオンをフェロシア

水洗を 30秒とする。そうすると卵周の粘 ン化カリ で検出したととろ

質中にバンド状に青い'層があらわれる。乙の説明としては， リセプタクノレ上

で!mはその stalkを内に， その反対側を外にむけて コケシを多数立てならべ
たようになって横におしあっている。 したがって鉄イオンは stalkと反対の

泌出した部分からしか侵入できない。それで5分間に粘質層にある程度まで

侵入し，のちに氷洗によって，こんどは鉄イオンが外へ逃げてゆくのだが，

乙れまた入ってきた方の側のみが洗われるから，そちら側だけが逃げ去り，水

洗される一端から速いところの内部にはまだ鉄がのこっている。そζがつぎ

の操作で背くなるのである。乙の事実から充分に考えられる ζ とは，鉄イオ

ンのような微小粒子でさえも卵の粘質層が外液にふれる側からしか侵入でき

ないのだから，まして精子のように巨大な粒子はおなじく外液に泌出した一

端だけから卵に近づき得るであろうという乙とである。したがって，もし精

子侵入点に仮根ができる という阿部(1941)の観察が正しいとすると，仮根は

リセプタク Jレに附着した状態では外にむかつて，つまりリ セプタク Jレから速

い方に面して生ずるであろう。実際にその通りで，統計的には リセプタクル

に近い staIl王と反対側に仮根を生ずる率は stall王侃lJのそれに対して1.3併にな

っている (NAKAZAWA，1959)。もっと高率にならないのは粘質屈をつらぬい

-10ー



中沢.:.Fucalesノート (1) 11 

た精子が囲卵腔のなかで泳ぎまわって反対側へも行き得るζ とと，また仮根

形成位置にはもう一つのファクタ F として卵に対する粘質層の圧迫の不均ー

があるためであろう。

3. フークス卵の卵割と仮根形成 Fucusevanescensの卵が発生をはじ

.めるにあたって，まず2個の細胞に分裂してから，そのうちの 1細胞が突出

して仮根をつくるといわれている(猪野， 1947)。 と乙ろがフ F クスの実験で

有名な WHITAKER(1931)の論文では F.evanescensの卵はまず仮根突起を生

じてから後で細胞分裂を行なうとのべられ，その図まで発表されている。そ

乙で私は乙の点に注意しながら観察したおよその結果を本誌10巻 (1962)に

書きとめたが，その後さらにつぎのように判明したので記しておく。

リセプタクルをろ過海水で充分に洗ってケイ藻その他の微小生物をのぞ

き，ペトリ皿の中で放出した受精卵をピペットでとって他のペトリ皿にうっ

し，滅菌ろ過海水で培養し，およそ 12時間後にランダムにとった卵について

顕微鏡下に(司仮根突起を形成していながら卵割のおきていない卵の個体数，

および (b)仮根突起を生じないうちに卵割だけが行なわれた卵の個数をかぞ

え aのパF セント=l00Xa/(a+b)およびbのパ戸セント=l00xb/(a+b) 

を計算した。結果はこうである。

a =76， b =21， 合計 =97
したがって

a = 78%， b = 22%， 合計 =1∞%
乙の事実から，乙のフ F クスの卵では両者ともにありうる乙と，したが

って猪野(1947)もWHITAKER(1931)もどちらも正しいが，また両者とも半

面しかとらえていなかった乙とがわかる。しかしどちらの研究者も卵割と仮

根突起との順序が一様でなければ気づくはずだから，おそらく両者間院は培

養条件にちがいがあったために発生順序が一方に偏したものと考えた方がよ

かろう。そ乙で問題は，卵割の方を先にする猪i野型と，仮根突起の方を先に

する WHITAKER型とはどういう条件マそのように決まるのか， という乙と

である。乙れは発生学上重大な乙とだが，まだわからない問題である。

-Summary 

(1) In Coccophora eggs， usually eight primary rhizoids ar;e djfferentiated under 

natural conditions. But the rhizoid number is reduced to 0-3 if the fertilized eggs 

are cultured in出esea water containing Mfl，OOO ，9-mercaptoethanol. Similar reduc. 
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12 議類銭13巻第1号昭和.40年4月

tion was also observed when they were cultured with the sea water containing 

1/101α)() RNase. 

(2) The mucilage surrounding the Coccophora egg reduces ferric ions to 

ferrous， so that if the egg is immersed in 1 % ferric chloride for 60 minutes， rinsed 

with water and tqen transferred to 1% potassium ferricyanide， the mucilage turns 
blue. By use of t:his phehomenon， the region of the mucilage through which sper-
matozoids approach the egg cell under natural conditions is demonstrated. 

(3) In Fucus evanescens eggs， there are two cases in the order of the rhizoid 
development : (a) the bulging of出erhizoid precedes the first cleavage， and (b) the 
五rstcleavage precedes the bulging of the rhizoid. Percentage of the former was 

78 and the latter was 22. 

文献

猪野俊平 (1944):フークス科の組織学・細胞学及び発生学的研究の進歩，生物学の進歩 2，

493-592. ーー (1947):海藻の発生，北隆館. 中沢信午 (1962):フークス卵雑記，藻類

10，60-64. 一一 (1964):フークス卵における RNAの分布，藻類 12，47-1印 NAKA・
ZA W A， S. (1959): Developmental mechanics of fucaceous' algae XIII. Sci. Rep. 
Tohoku Univ. 4th Ser. 25， 231-238. WHITAKER， D. M. (1931): Some observations 
on the eggs of Fucus and upon their mutual influence in the determination of the 

developmental axis. Bio1. Bull. 61， 294-308. 

嬬恋湿原の Desmuls相 (1) 

伊藤市郎・伊藤美津枝

I.JTOl) and the late M. IT02): Desmids flora uf Tsumagui bog 1 

嬬恋湿原は群馬県吾妻郡嬬恋村にあり，長野県境問岡山(吾妻山 Mt.

Azumaya)の東方約6kmの山麓，標高 1200mにある。叉，吾妻・川のー支流

の上流，干俣・上ノ貝部落から約2kmにあって，湿原の大きさは，南北約

400m，東西約 1000mである。その中央部を東西に水の流れが認められた。

湿原はミズゴケからなり， ヨシ，時には谷地坊主の発達が見られ，モーセン

1) Sakai senior high school， Sakai-machi， Sawa-gun， Gunma prefecture 

群馬県立境高等学校

2) She died 26 July 1964 嬬恋湿原調査一年後榛名湖調査から帰って，その夜急死
The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vo1. XlII. No. 1， April 1965 
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Jril~恋湿原の Deslllids 相伊藤 ・伊藤 .

タヌキモ等も分析iしていた(図 1)。

耳切樟ム11 11-t 長 、 ~'f
!'t島

#〆み
〆

A 旬阿山
' )JJ . ~ 

F 
〆

J 

ゴケ，

郡

筆者等が，乙 乙をおとずれたのは 1964年6月23日で，視原の西方に大

きな開拓小屋らしきものが一軒あっただけで，一日人と会わなかった。j寵原

近くに トラ ック用道路がつけられていて，地元の人が附近に山仕事でおとず

れる外は足を踏み入れるものはほとんどない様子で， 自然のままにおかれた

l配

要馬群図1

tr;1i\m.~淑原 ， rll央，草原のように見えるのが湿原

乙のj思原の名称は名郡の地図を調べたが， 記載されていない。干俣，上

ノ貝部落の人々に聞いてみたが，特に名称がつけられている様子もなかった

ので，筆者等は村名をつけて婦恋苅!原とl呼ぶことにした。

Desmids相調査のためには，混原中央部で比較的水分の多いととろで，

ミヅゴケ ・タヌキモ等をしぼって採集した。数カ所にて採集 したが，水温

250C (気温260C)， pH 5.4とミズゴケ根原特有の酸性水域であった。

採集，ホノレマリンで固定した資料により鋭検したと乙 ろ5属 (Table1)， 

13ー
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14 藻類第13巻第1号岡和40年4月

24種 (Table2)のDesmidsが分布する乙とがわかった。

Table.1" Nu~.ber of， species in ~he gen~s of Desmids 

Ge叫

Closterぜum

Pleurotaenium 

Cosmarium 

Er.iastrum 

Microsterias 

'A
唱
i

a

u
宮

P
O

円
G

'
A
 

Total species J 24 

Table 2. List of species 

L Closterium libellula FOCKE in H. 1: 33， P1.4， f. 21， 19:日 (Pl.1， f. 1) 

2. Cl. gracile BR垂B..in H. 1: 35， Pl. 6， f. 8-10， 1955 (Pl. 1， r 2) 
3. Cl. Lunula (MULL.) NITZSCH. in H. 1 : 38， Pl. 9， f. 6，7， 1955 (Pl. 1， f. 3) 

4. Cl. Baillyanum BREB. in H. 1: 39， Pl. 5， f. 5， 1955 (Pl. 1， f. 4) 

H.' 2: Pl. 10， f. 15， 1956 
5. Cl. rostratum EHRENB. in H. 1: 42， Pl. 6， f. 2， 3， 1955 (Pl. 1， f. 5) 

6. Cl. calo.'ψorum WITTR. var. brasiliellse BむRG.in H. 1 : 44， Pl. 4， f. 11， 

1955 (Pl. 1， f. 6) 

7. Cl. costatum CORDA. var. Westii CUSHMAN in H. 1: 53， Pl. 8， f. 4， 

1955 (Pl. 1， f. 7) 
8. Cl.りmthiavar. Jenneri (RALFS) KRIEGER in H. 1: 54， Pl. 7， f. 7， 1955 

'(Pl. 1， f. 8) 
9. Cl. Archerianum CLEVE in H.し55，Pl. fピt、;19日 (Pl.2， f. 9) 
10. Cl. lineatum EHRENB. in H. 1: 40， P.t 7， L14， 15， 1伍5(Pl. 2， f. 10) 
11. 'Cl. macilentum BREB. var. japanicul1r(SuRR.) GRONBL. in H. 1: 49， 
Pl. 5， f. 2， 3， 1955 (Pl. 2， f. 11) 

12. Pleumtaenium. Trabecula (EHRENB.) NλG. in H. 2:62， Pl. 10， f. 5， 8， 
11， 1956 (Pl. 1， f. 12) 

13. Cosmarium Hammeri REINSH. var. protuberans W. & G. S. WEST in 

H. 4: 127， Pl. 20， f. 20， 1957 (Pl. 1， f. 13) 

14. Co. Si・'kkimenseTuRNER in H. 5: 181， Pl. 27， f. 11， 1957 (Pl. 1， f. 14) 

15. Co. trilolatum REINSCH var. Printzii MESSIK in H. 4: 130， Pl. 20， f. 
18， 1957 (Pl. 2， f. 15) 

16. Co. Regnellii forma minima EICHL. & GUTW in H. 4: 161， Pl. 25， f. 
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伊藤・伊疎: 嬬恋湿原の Desmids相 (1) 

51，5仏 1957'(pl. 1， f. 16) 

17. E.脳zstrumTurnerii W. WEST in H. 7:袋渇"Pl. 33， f. 2， 11， 1959 (Pl. 2， 

f. 17) 

18. $u. PI・ηgueELFV. in H. 7 :-247，. Pl. 34， f. 2， 19団 (PL2， f. 18) 

19. Eu. montanul1l W. & G. S. WEST in H. 7: 229， Pl. 32， f. 9， 1959 (Pl. 2， 

f. 19) 

称 Eu.denticulatum (KIRCHN.) GAY in W. 2:民 Pl.3~仇 f. 14， 19価 (Pl.2， 

f.20) 

?1. Eu.出過疎iumNλG.in H. 7: 262， P1. 35， f; 6， 7， 1959 (Pl. 2， f. 21) 

22. Eu. bi，伽 ωumNAG. in H. 7: 265， Pl.お， f. 1， 1959， (pl. 2， f. 22) 
23. 11必rastrias必nticulatavar. an望'{usto-sinuataGA Y. in H. 7 : 275日Pl.34， 
t 8; 1959 (Pl， 2， f. 23) 
24. Mi.向tilliferavar. globra No個別‘.in H. 7:274， Pl. 3弘 f.11， 1959 

問.2，f. 24) 

心W: W. & G. S. WEST， Monog. Britsh Desmidiaceae. Roy Soc. 1 (1卯4)，
II (1叩5)，III (1鋭)8)， IV (1911)， V (1923). 

号H: M. HIRANO， Flora: desmidiarum japonicarum. COQtrib. Biol. Labo. 
Kyoto Univ. ]apan， 1 (195司， 2 (1956)， 4 (195九!?(1957)， 7 (1959)， 
9β959)， 11 (1蜘 1).

15 

筆者等の経験によれば，乙の積の湿原には，もっと豊富な種類が分布す

るはずであるが，比較的少なかった。乙れは採集が6月であったととと，た

だ一回だけのものであるためで続けて採集するならば，もっと沢山の種類が

検出されるものと考えられる。

堀(1959)及び筆者等は湿原，湖沼池産の藻類相の研究の際に Desmids群

落の選移について，積類数・個体数の多い属をもって代表(優占種 Dominant

の意も含む)としている。そ乙で一応乙の湿原 (1964，6)を Desmids群落に

おける Closte吋um期とする。

との湿原に関する藻類については未だ報告されていない。恐らぐ本報告

がその最初のものであると考えられるので，再度調査採集を行ない検討する

乙とにしたい。

終りにあたり，本報告のために種の同定をして下さった京都大学教養学

部平野実博士，日頃，研究の御便宜を与えられ御指導下さっている群馬大学

学芸学部堀正一博士・山田義男博士並びに，日頃，有益な御助言をして下さ

っている群馬県立境高等学校教諭小林一雄・佐藤正孝・森三夫の三氏等に感

謝の意を表す。
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Plate J 

藻類第13巻第1号昭和40年4月

Summarv 

1. The Tsumagoi bog， named by the present authors， is situated about 6 km 
to the east of Mt. Azumaya (2，332.3 m high) which rises between Gunma and Nagano. 

The bog is in Agatsuma-gun， Gunma prefecture and about 1，200 m high. It coverR 

about 1i∞o m from east to west and about 4∞m from south to north. 
2. The water temperature was 250C and pH value 5.4 at p.m. 4: 15， June 

13， 1963， while the air temperature was 260C. 

3. ~ive Genera fifteen species， eight varieties， and one forma of Desmids were 
found. 

4. From a view of the study of Desmids communities， the authors surmise 
that this bog in Closterium period. 

5. Further more， the species of Diatom， Pediastrum and Rhizopodea were 
found. 

Literature 

1. M. HIRANO: Flora Desmidiarum Japonicarum. Contributions from the Biolo-

gical Laboratory Kyoto University. 1 (19.応)， 2 (1956)， 4 (1957)， 5 (1957)， 7 (1959)， 

ー16ー



時間 Durvilleaナンカイコンプ属(新称) 17 

9 (1959)， 11 (19印).. 2. W. WEST and G. S. WEST: A monograph of the British 
Deslriidiaceae. Vol. 2， The Ray Society. 1905. 3. S. HORI and 1. ITO: The annual 

succession of desmides communities in consequence of organic pollution. Jap.Jour. 

Ecology Vol. 9， No. 4， 1959. 4.堀正一・伊藤市郎:八島ケ原湿原11:於ける Desmids

群落の遷移について，日本植物学会大会講演重要旨(仙台， 1959). 5.伊藤市郎:興味深い

淡水藻チリモ類(未発表).

D'lwuuleaナンカイコンプ属(新称)

時田和I~*

J. TOKIDA: On Durvillea from South Australia 

昭和 39年9月下旬，北海道立函館水産試験場長平島安雄氏から東京の

真珠貝採取株式会社の封筒に入った海藻標本がとどけられた。真黒な色をし

た頗る硬く乾いたコンブによく似た標本1個で，種名の鑑定を頼むとある。

そ乙で水につけて軟かくしてからグリセリンに漬け，石炭酸を少量入れて防

腐し 2日ばかりたってから陰干しとし，取扱い易い乾燥標本とした。料水

につけて軟かくしたときはコンブに酷似し褐色で，葉の幅は乾燥時の3倍以

上もあり，葉は長くてと乙ろど乙ろ叉状に分岐し，先の方の葉は頗る細長く

なっている (Fig.1)。 乙の全形写真では根元が短かい茎のように見えるが，

乙れは少しねじれて撮れたためで，実際は葉の基部の続きで幅が2cmあり，

根元は切断されているので根の形はわからない。

以上のように処理した標本をポリエチレンの袋に入れて保存しである

が，数日経った頃，葉の全面に白い粉がふいてきて，ついには全体が真白にな

った。乙の白粉を掻き落して，本学部水産高分子化学講座の講師辻野兎博士

にしらべていただいたところ，エタノーJレ裕液から再結晶3回行なうと融点

162-1630Cを示し， マンニットであるととが確認されたという報告を得た υ

乙乙に同博士の御協力に感謝する。

さて，との褐藻の種類は何か。先ず，水につけたときの表面は平滑であ

* 北海道大学水産学部水産植物学講座
料 (ηp.15; (8) p. 27-28. 
The Bul/etin uf ]apan出 eSucit!ty uf Phyculugy V ul. Xlll. Nu. 1， Apri1 1965 
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Fig. 1. Dll1-villeaρotat01"U1I/. (LABILL.) ARESCI-1. 
A dry fI巴xiblesp巴CllTI巴npr巴paredby 

treating with glycerine th巴 rigidblack 

specimen sent from South Australia 

るが，乾いてくると一極の紋

様が葉の表面に現われてくる

のがJレーペで認められたの

で，閉じ処却をした函館臨マ

コンブの中帯部表而に乾燥と

ともに現われてくる紋様と比

較してみた。その拡大写真

は著しい差異を示 している

(Fig.3，4)。

最初受取った封筒の表に

は濠州北端附近採取と 記 し

である。濠州には コン ブ属

Lm7unm-iaは全く 1!!tいし， コ

ンブに似た褐部といえば，ヒ

パマタ@Fucalesに入る l科

Durvilleac巴aeに分類されて

いる D!lTVillea属(ナンカイ

コンブ属と新称したい)の 1

;j]!であろうと思われるが， 乙

の属の 5程 1) はいずれも南半

球に分布し， 泌洲に産するの

は1磁で Sydneyより南の Bermagueeまでぐ らいが分布の北限となってい

る南方極である とされているへ もし，乙の標本が桜州の北岸で採集された

とすると別な種なのか，海流で滋着したものなのか。乙の疑問を解くため先

ず会社犯に此の桜本の採集地名と月日を問い合せてみた。すると 10月 141ニl

付けで同社取締役真船渉氏から次のような詳しい御返事をいただいた。氏は

30余年前の年者の教え子の一人である。

「弊社は録洲と共同で木JI程島で白 9~~員を bj 員として真珠養殖をやってお

ります。去る 4月， 養池場視察の為，磁洲訪問の折， メJレボノレン附近の海岸

を案内され，其の節，毘布の新桜を見て，色々尋ねた処，全く 利用しておら

1) (:~) p. 1日5

2) (3) p. 223; (4) p. ;)40; (0) p. ltl7. 
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Fig. 2. Photornicrograph of a cross 

section of the blade showing 

the rnale conceptacles. x 14. 

ー‘r
Fig. 3. Surface-view photograph of 

the wrinkles of th巴 flexible

specimen. x 3. 

Fig. 4. Surface-view photograph of 

the wrinkles on the rnedian 

fascia of a flexible specirnen 

of Laminaria japonica frorn 
Hokkaido. x 3. 

ず，乙の資源、の利用の途はないものか

と考え，試験的にサンフ勺レを送って貰

ったものであり ます。彼等は昆布に何

の知識もなく ，サンプノレのよう な利用

価値のないものを送って来ましたが，

乙の他にも各種の昆布がある様に思わ

れます。御!照会の件について次のよ う

に御回答申し上げます。

1 採築 地 . メJレボノレン南 方

Port Phi¥lip Bay湾外 Bnss

Straitに面した海面。

2. 採集月日 1964年 5月。

3.採集者 Mr・.A. A. DE 

FINA。

4. 利用状況 ・全然採取しておらぬ。

5. 地方名 .特に地方名1!llく， 111に seawe巴dsと称しておる。」

乙れで，涼洲北岸採集は誤りで，笑|療は文献にある通り雨涼州の産である と

とが明らかになったが， 乙れより先， 念、のため Adelaide大学の Dr.H. B. S. 

WOMERSLEYに標本の写真(Fig.1)を向上すして意見を求めたと 乙ろ， 10月26

日付けで 「写真から判断して Durvill何 回であるζ とは確かと思う し，種類

はD.ρotatorum(LAB.) ARESCH.であろう。但し， 乙れが涼i州北岸附近で採

- 19ー



20 語草類第13巻策1号昭和40年4月

集されたとすれば非常に驚くべきで，本磁は濠洲南東部に生育し，NewSouth 

Wales州の南部より北の方へは分布しておらず，濠洲東岸沖の海流も，漂流

する海藻を北方へ運ぶ乙とは考えられない。あの標本は北部ではなく南東部

で採集されたものではないのか。地方名は“bullkelp"幻とよばれ，波の荒い

海岸に多量に生えている。現在全く利用されていない。」との御返事をいた

だし、7こ。

葉の断面を検鏡すると，大きな conceptacles4)(生殖窯)が散在しており，

ヒパマタ目植物である乙とを明らかに示し，雄性体である乙とも知られた

(Fig.2)。

本種の学名，異名，分布及び利用などは次の通りである。

Durvilleαpotatorum (LARILL.) AREscH. 

和名: ナンカイコンブ(新称)

ARESCHOUG， 1854， Phyc. extraeurop. p. 17. 
Syn. Fucus potatorum LABILLARDI立阻， 1804-6， Pl. Nov. Holland. 11， 

p. 112， tab. 257; Laminaria potatorum LAMOUROUX， 1813， Essai， p. 22; 

Sarcophycus potatorum KUETZING， 1843， Phyc. gener.， p. 392; DE TONI， 

Syll. Alg. 111， p. 222; DAKIN， 1952， Austr. Seashores， p. 106， pl. 14， bottom. 

分布: 濠洲南東部及びタスマニヤ島。

利用: 液洲の土民が食用としている。

尚お，本種の記載5)によると，根は厚い吸盤状で直径10-15cm，茎の長

さ15-30cm，葉は長さ 7m以上に達し，厚さ 6mm，単条又は 1-2回叉分

し，市帯状で頗る長く，幅は 15-30cm，縁辺は波状町を呈する。

以上，本海藻について紹介し，教示を賜わった各位，標本を贈られた司之

島場長，及び写真の撮影，断而作製について協力された当講座の滞1寺にj感測

の立を表する。

Summary 

A good specimen of DUlτマ・lleapotatorum， though ¥acking the ho¥dfast， from 
South Austra¥ia was deposited in our herbarium through the kindness of Mr. W. 

3) (2) p; 106， pl. 14 b. 
4) (3) p. 223; (4) p. 346; (6) p. 187. 
5) (5) p. 82. 
6) (3) p. 223 11:“margine dentatis"とあるので迷ったが (5)p. 82 1ζMargins undu-
¥ate"とあるのに一致する。
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MAHUNE of the Pearl Shell Collecting Co.， Tokyo， and Mr. Y. HIRASHIMA， Director 
of the Hakodate Fisheries Experimental Station. For the identification of the alga， 

the writer asked the opinion of Dr. H. B. S. WOMERSLEY of Adelaide to whom 

the writer is much obliged. A cross section of the blade shows large male con-

ceptacles scattered in the inner cortex under both surfaces of the blade (Fig. 2). 

The flexible dried specimen (Fig. 1) obtained by treating the original quite rigid 

black-coloured one with glycerine has shrinked to some extent and its blade surface 

displayed wrinkles which are labyrinthine instead of being vertically parallel as seen 

on the median fascia of a blade in a similarly treated specimen of Laminaria Japnnica 

from Hokkaido (Figs. 3 & 4). 

In this opportunity the writer wishes to express his hearty thanks to Dr. E. Y. 

DA WSON who kindly lent me from his library copies of“The Seaweeds of South 
Australia"， Part 1 and II by LUCAS (5). 

文献

(1) CHAPMAN， V. J. 1950. Seaweeds and Their Uses. i-xiv， 1-287， 1-20. London. 

(勾 DAKINW. J. 1952 (Repr. 1953). Australian Seashores， i-xii， 1-372. Sydney & 

London. (3) DE TONI， J. B. 1895. Sylloge Algarum， II1. Sylloge Fucoidearum， 

i-xvi， 1-638. Patavii. (4) FRITSCH， F. E. 1945 (Repr. 1959). The Structure and 
Reproduction of the Algae. i-xiii， 1-939. Cambridge. (5) LUCAS， A. H. S. 1936. 

The Seaweeds of South Australia. Pt. 1. Introduction and the Green and Brown 

Seaweeds. 1-106. Adelaide. (6) OLTMANNS， Fr. 1922. Morphologie und Biologie 

der Algen. 2 Aufl.， II， i-iv， 1-439. Jena. (7) TAYLOR， W. R. 1939. Marine Algae 

of the Northeastern Coast of North America. i-vii，1-427. Ann Arbor. (8) TOKIDA， 

J. 1962. On Methods for making Whole-plant Specimens of Kelps and the Likes. 

Bull. ，lap. Soc. Phyc.， 10 (1)， 27-29. (In Japanese). 

褐藻類デラマレア目 (orderDelamareales) 

について

梅崎勇

時田博士(藻類4巻，2号， 1956)はソ連関レニングラ F ドの A.D.ZINOVA 

女史 (TrudyBot. Inst. Komarov， Akad. Nauk SSSR， Ser. 2， VYp. 9， 

Moskva， Leningrard， 1954)によって発表された日本海北部の De-Castri湾か
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22 部類策13巻第1号昭和40年4月

らの褐藻類の 1新属シチャボグィア属 (genusStschapovia)について紹介さ

れ，さらに同属は同女史 (Operedeliteljburych vodoroslej severnych morej 

SSSR.-Akad. Nauk SSSR. Moskva， Leningrad， 1953)によって新設された

デラマレア科 {familyDelamar回目前)に入れられ，ウイキョウモ目 (order

Dictyosiphonales)に所属すると報告された。

一方，デンマ戸ク同の S.LUND博士は 1933年夏に， L. KOCH博士を隊

長とする東部グリ戸ンランドへの探検隊 (DanishThree.Year Expedition to 

East Greenland)のー貝として参加された採集材料にもとずいて，論文 (σThe

Matin巴 Algaeof East Green叫lla叩nd

表され，その中で ZINOVA女史のデラマレア科を新日デラマレア目 (order

Delamareales)に入れられた。

デラマレア目は J.FELDMANN博士 (Mem.hors.ser. Soc. Hist. nat. Afr. 

Nord.， vol. 2， 1949)によって創設されたカヤモノリ目 (orderScytosipho・

nales)と同様に，アミヂグサ型の世代交代をし，その植物休は柔組織構造を

もつが，後者からは，その植物体が単子護をもち，また，その細胞が多数の平円

盤状の色素休をもっ乙とにより，明らかに区別出来る目であるという。デラ

マレア目にはデラマレア科の 1科があり，その科に 4属がある。 Delamarea

HARIOT (D. attenuata (KJELLM.) ROSENV.)は単子誕と複子護がある。 Cla-

dothele H∞K. & HARV. (Cl. Decaisnei H∞K. & HARV.; Cl. stri・an・'oides
(SKu打 SB.)A. ZIN.)は単子謹および複子袋が知られ，また両子護は同一植物

体上に生ずることがあるが，その場合の複子轟からの遊走細胞は倍数体であ

る。 CoelocladiaROSENV. (C. arctica ROSENV.)は複子謹だけが知られてい

る。 Stschapmぬ A.ZINOVA (S. fiagellaris A. ZIN.)はまだ成熟体が知られ

ていない。

デラマレア目の特徴を記赦しておく。

デラマレア目 (orderDelamareales) 

LUND， The Marin巴Algaeof East Gr巴enland(Medd. GrOnd.， Bd. 156， 

Nr. 1， 1959)， p. 99. 

植物体は柔組織構造をもっ糸状体で，部間生長をする。半数植物体は複

子褒をもち，倍数植物体は単子褒(または，単子護と複子霊)を形成する。世

代交代はアミヂグサ型である。同形世代E綱柔組織類に所属する。

(京都大学農学部水産学教室)
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東道太郎氏コレクシヨンの海藻標本目録 [III] 

岡本一彦*

K. OKAMOTO: List of Marine Algae Collected 
by M. HIGASHI [III] 

Gracilariaceae おどのり科

σratilaria blodgetti・iHARVEY 館山(千葉)
G. chorda HOLMES ツルシラモ 女JII(宮城)館山高島(千葉)

G. compressa (AGARDH) GREVILLE シラモ 館山高島(千葉)寺泊(新潟)麗水(朝

鮮)

G. confervoides (LINNE) GREVILLE [=G. Vel・rucosa(Huo回 N)PAPENFUSS] 

オゴノリ 天津・浜野(千葉)靭(岡山)大辺塁・松島(朝鮮)

G. gigas HARVEY オオオゴノリ 館山高島(千葉)

G.町 urvata0臥肌尽A ミゾオゴノリ 苅崎・館山高島(千葉)

G. lichenoides (LINN立)HARVEY カタオゴノリ (琉球)

G. purpurascens]. AGARDH ムラサキカパノリ (琉球)

G. textorii SURINGAR カパノリ 小湊・館山高島(千葉)横浜室長(神奈)11)大淵里(朝

鮮)

Tylotω lichenoides OKA悶貼ナミイワタケ事脇(宮崎)

Ceratodictyollゆ01lgiOSl仰 ZANARDINI カイメンソウ 土佐清水(高知)大島(宮崎)

Phyllophora目前おきつのり科

Gymnog，ηngrus divm'icatus HOLMF.5 オオマタオキツノリ 小湊(千葉)

G. flabelllformis HARVEY オキツノリ 江の島(神奈川)詰晶(福井)

Ahnfeltia concinna J. AGARDH サイミ大島(東京)

A. paradoxa (SURINGAR) OKAMURA ハリガネ 鮫(青森)小名浜(福島)小湊(千葉)

腰越(神奈川)大島(東京)

A. plicata (HUDSON) E. FRIES イタニグサ 栄浜・逮淵湖(樺太)

Stenogramma inte1Tupta (AG却 DH)MONTAGNE ハスジグサ 館山・大賀(千葉)

Gigartinaceae すぎのり科

Gigartina intermedia SURINGAR カイノリ 湊(茨城)

キ 東京水産大学図書館に勤務するが，国立科学博物館在職中に報告された。
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24 藻類第13巻錆1号昭和40年4月

G. ochotensis RUPRECHT ホソイボノリ 利尻島沓形(北海道)

G. teedii (R，四百)LAMOUROUX シキνノリ 荷崎(千葉)鎌倉(神奈川)
G. tenella HARVEY スギノり 鎌倉・江の島(神奈1(1)革問(宮崎)米山(新潟)大辺塁

(朝鮮)

G.仰 alask伽enωs
海道)

lridophycus cornucopiae (P<沼田凶 etR四斑nrr)SETCHELL et GARDNER 

クロハギンナンソウ 大槌(岩手)利尻島仙法志(北海道)

Rhodoglossum pu励 rum(K凹 Z町G)SETCHELL et GARDNER アカパギンナン

ソウ 厚岸(北海道)大槌{岩手)小樽高島(北海道)

Chondrus armatus (HARVEY) OKAMURA トゲツノマタ 加茂(山形)小樽高島(北

海道)

C. elatus HOLMES コトジツノマタ 湊{茨城)

C. niPponicus Y聞 00[=c. ocellatus HOLMES f. nipponicus OKAMU臥] マル

パツノマタ寺泊(新潟)

C. ocellatus HOLMES f. canariculatus OKAMU臥コマタ小名浜(福島)湊(茨城)

f. crispus OKAMURA トチャカ米山・寺泊(新潟)加茂(山形)小樽高島(北海道)

大辺里・松島』朝鮮)

f. giganteus OKAMURA オオパツノマタ 湊(茨城)江の島(神奈1(1)

f. typicus OKA即 RA ツノマタ 金沢・横浜霊長・江の島(神奈1(1)八丈島(策京)

C. Pinnulatus (HARVEY) OKAMURA ヒラコトジ 静内結別(北海道)鮫(青森)

Rhodymeniaceae だるす科

Gloiodel''1na japonica OKAMURA ヒシプクロ 館山(千楽)

Chrysymenia wrightii (HARVEY) Y AMADA タ才ヤギソウ米山{新潟)

Coelarthrum muelleri (欽:>ND回)BoERG目印 フクロツナギ館山高島(千葉)七里

ケ浜(神奈川)

Botryocladia l.φtopoda (J. AGARDH) KYLIN ハナノエダ八丈島(東京)

R肋ho物d:の:y仰11仰?
(千薬)海雲台(朝鮮)

R.linずormisOKAMURA ホソダルス 江の島・七里ケ浜{神奈111)

R. palmata (LINNE) GREVILLE ダルス歯舞(北海道)

Halosaccion saccatum KUTZING ベ=フクロノリ 謡描島(千島)
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ChaIl!piaceae わつなぎそう科

Lomentaria catenata HARVEY フシツナギ館山・館山高島(千葉)大磯(神奈111)大

辺里(朝鮮)

L. hakod，αtens幻isYENOO コスジフシツナギ女!川II(宮城)余市(北海道)

L.lωuωbrバiμtω(何Y聞 D叫Y品仏D凶A 佐渡ふ来恥(噺新潟劇)加茂(仙山形掛) 

Champia b析daOKAMURA ヒラワツナギソウ 館山高島(千集)鎌倉・七里ケ浜(神

奈川)

C. expansa YENOO ウスパワツナギソウ 天津・館山(千葉)
すの

C. japonica OKAMURA ヘラワツナギソウ 洲崎(千葉)

c.ρarvula (AGARDH) ]. AGARDH ワツナギソウ 大賀(千柴)七里ケ浜(神奈川)
Gaωstかrocl，ゐom

イソマツ小名浜(福島)天湾(千薬)

Ceramiaceae いぎす科

Callithamnion calloρhyllidicola Y AMADA キヌイトグサ七里ケ浜(神奈川)

Antithamnion niPponicum Y AMADA et INAGAKI フタツガサネ助111(茨城)

Wrangelia argus MONTAGNE ランゲリア 七里ケ浜(神奈川)

Griffithsia japonica OKAMURA カザシグサ小名浜(福島)

Ptilota asplenioides (Tu時氾R)AGARDH カタワペニヒパ歯舞(北海道)栄浜(樺太)

P. californica R凹即日町 カシワパペニヒパ海豹島(樺太)

P. dentata OKAMURA ペニヒパ小名浜(福島)小湊(千葉)

P. pec仰 ata(GRUNOW) K]ELLMAN クシペニヒパ静内前別(北海道)湊(青森)利

尻島沓形(北海道)栄浜(樺太)
るもいしゃも

f. litoralis K]ELLMAN コパノクシペニヒパ 留蔚三泊・利尻島仙法志(北海道)

勾'yridiaelongata OKAMURA ナガウプゲグサ小名浜(福島)館山(千葉)腰越・七

里ケ浜(神奈川)

S. jilamentosa (WULFEN) HARVEY ウプゲグサ館山(千葉)

Cer・amiumboydeni GEPP アミクサ 女111(宮城)館山高島(千葉)隠岐都万(島根)海

雲台(朝鮮)

C. crassum OKAMURA [=Campylaeρhora crassa (OKAMURA) NAKAMURA] 

フトイギス鎌倉(神奈川)

C. hypnaeoides (J. AGARDH) OKAMURA [=Campylaephora hyρnaeoides J. 
AGARDH] エゴノリ 館山(千葉)七里ケ浜(神奈川)佐渡(新潟)小樽高島(北海道)

国後島(千島)海雲台(朝鮮)

- 25ー
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C. japonicum OKAMU貼ハネイギス湊(青森)小名浜(福島)銚子犬若(千葉)

c. paniculatum 0臥 MURA ハリイギス誌揺(北海道)
C. rubrum J. AGARDH イギス小名浜(福島)
C. tenerrimum (M組 T副司O臥 MU臥ケイギス部崎(千葉)

Centroceras clavulatum (AGARDH) MONTAGNE トゲイギス天誇(千葉)八丈島
.. w 

(東京)佐渡小木(新潟)加茂(山形)

Microcladia elegans 0臥 MU臥サエダ横浜芸経(神奈Jlt)

M. corallinae (MART聞 s)OKAMURA ニクサエダ小湊(千楽)

Carpobl，ψharis schmitziana (REINBOLD) OKAMURA チリモミジ 江の島(神奈
JlI) 

Delesseriaceae 乙のはのり科

HemineU7"a sch仰・tzianaDE TONI et OKAMURA ハプタエノリ 希良.菰崎(千葉)

Laingia pacifica Y制組A コノハノリ 歯舞・静内論別(北海道)

Holmesia japonica OKAMURA スズシロノリ 大間(青森)

Erythroglossum minimum OKAMU貼ヒメウスベニ大島(宮崎)

Psωdophycodrys rainosukei TOKIDA ライノスケコノハ栄浜(樺太i

Delesseria violacea回線VEY)KYL悶 ヌメハノリ詰主(青森)

Nienburgia japonic{l (YAMADA) KYL町ハスジギヌ小名浜(福島)

めJρophyllummiddend吋 i(RUPR配町)-KYLIN ナガコノハノリ 論説(北
海道)栄浜(樺太)

Phycodrys fimb7匂ta(DE LA PYLAIE) KYLIN カシワパコノハノリ 国後島(千

島)栄浜(樺太)

Myriogramme yez附抑 YAMADAet TOKIDA アッパスジギヌ静内論別(北海

道)

Acrosorium uncinatum (J. AGARDH) KYLIN カギウスパノリ 天誇・館山高島

(千築)米山(新潟)海雲台(朝鮮)

A. yendoi YAMADA ハイウスパノリ 利尻島仙法志(北海道)

Martensia denticulata HARVEY アヤニシキ大島{宮崎)

Vanvoorstia伊 ctabilisHARVEY [= V. coccinea J. AGARDH] カラゴロモ大島
(宮崎)

TaeniomapeゆωillumJ. AGARDH ヒメヅタ 館山高島(千葉)

Caloglossa. ogasawaraensis OKAMURA ホソアヤギヌ深JIl(東京)油誇(宮崎)洛

東江(朝鮮)

- ~ô ー
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C.leprたuriiJ. AGARDH アヤギヌ泊津(宮崎)

Dasyaceae だじあ科

D仏勺lascoparia HARVEY モサダジア 七里ケ浜(神奈川)加茂(山形)

Benzaitenia yenoshimensis Y凶∞ ペンテンモ 館山神島(千葉)江の島(神奈川)
Rhodomel旦ceae ふじまつも科

Polysiphonia crassa OKAMURA フトイトグサ小湊(千葉)

P.介'agilisSuruNGAR [=P.forcipata HAR河 y] クロイトグサ七里ケ浜(神奈J11l

P. japonica HARVEY キブυイトグサ加茂(山形)
P. morrowii HARVEY モロイトグサ加茂(山形)

L 暑いむだ

Digenea simplex (WURFEN) AGARDH マクリ ~J島麹牟聞(鹿児島)(琉琢)

Ch..ondria crassicaulis HARVEY ユナ 小湊(千葉)寺泊(新潟)利尻島仙法志(北海
議〉

C.exμnsa 0臥肌j臥モサヤナギ蒲崎(千葉)
ずの

C. intricata OKAMURA モツレユナ洲崎(千葉)

Acanthophora orientali・'sJ. AGARDH トゲノリ 大島(宮崎)(琉球)

Acrocystis nana ZANARDJNI ツクシホウズキ 浜島(三重)青島(宮崎)

Laurencia grevilleana HARVEY ソゾノハナ 油浮(宮崎)奈留島(長崎)

L. intermedia Y AMADA クロソゾ稲村ケ崎(神奈川)大辺里(朝鮮)

L. nipponi・'caYAMADA ウラソゾ加茂(山形)

L. obtusa LAMOUROUX マギレソゾ小樽高島(北海道)

L. okamurai Y AMADA ミツデソゾ館山沖島(千葉)

L. papi・llosa(FOR回以L)GREVILLE パピラソゾ天津(千葉)

L. pinnata Y AMADA ハネソゾ鎌倉(神奈川)

L. undulata Y AMADA コプソゾ七里ケ浜(神奈川)

Pterosiphonia bipinnata (POSTELS et RUPRECHT) F ALKENBERG イトヤナギ

国後島(千島)

P..pennata (~σTH)FALKENBERG ハネグサ小名浜(福島)
もん

Symphyocladia latiuscula (HARVEY) Y AMADA イソムラサキ静内桐別(北海

道)小名浜(福島)寺泊(新潟)小樽高島(北海道)大辺里・松島(朝鮮) 一
ほん‘〈

S.lineari・'s(OKAMURA) F此阻NBERG ホソコザネモ小名浜(福島)横浜本牧(神奈

JII) 

S. m(l}".l;hqntioicies (H.ARV町)F ALKENBERG コザネモ天津(千葉)片瀬(神奈川)

で 'l:l-=-. 
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Herposiphonia fissidentoides (HOLM田i)OKAMURA ヒメゴケ江の島{神奈川)

H. subdisticha 0臥肌JRA クロヒメゴケ荷崎(千葉)

Euzoniella ftaccida (HARV町 )FιK聞 B回 G クシノハ館山神島{千葉)

Leveillea jungermannioides (MARTENS et HERING) HARVEY ジャパラノリ
米山(新潟)

Amansi・aglomerata C. AGARDH キクヒオドシ {琉球)
A. japonica (HOLMES) OKAMURA ヒオドシグサ鎌倉(神奈JII)

Enantiocladia okamurai Y AMADA アイソメグサ江の島(神奈JII)
Aneuria lorenzii WEBER V.州政糊スジナシグサぬ齢品{鹿児島)

Isoptera regularts OKAMURA ヒヨクソウ天樟(千葉)片瀬(神奈川)

J!2血.
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Rhodomela larix (TURN回)C. A，砧RDH フジマツモ小樽高島・利尻島仙法志
(北海道)

R.suザIlsca(W∞>DW.腿 D)C. AGARDH イトフジマツ 中之作(福島)舗(岡山)利

尻島仙法志(北海道)

Odonthalia camtschatica (RUPRECHT) J. AGARDH カムサッカノコギリヒパ厚
岸(北海道)

O. corymbず0・'a(GMEL町)J. AGARDH ハケサキノコギリヒパ利尻島仙法志・礼
文島香深(北海道)

筆書考資料

1)岡村金太郎:日本藻類図説 (1鋭治1). 2)一一一一:日本謙類図譜 Vol.1-7 (1卯7-

35). 3)一一一一:日本務類名集 (1916). 4)岡田喜一:海藻図譜 (1934). 5)東道太

郎:日本海藻図譜 (1934).・6)岡村金太郎:日本海藻誌 (1936). 7)瀬川宗吉:原色日

本海藻図鑑 (1956).

新著紹介

最近のシオグサ類の研究紹介

1962年から l部4年にかけての3年間は，藻類学の分野における緑藻植物シオグサ類

(Cladophora屯omplex)の研究に関しては，まさに大豊作の観があった。すなわちこの期間

に1∞頁を溢に凌駕する量をもっ四つの研究報告の発表があった。著者名，題名，掲載雑

誌名等を年代順に挙げると次のようである。

(1) SIGURDUR J6NSSON， Recherches sur des Cladophoracees marines (structure， 

reproduction， cycle compares， consequences systematiques. pp. 25-230， Pls. 1-

16， Paris. 1962. Masson et Cie， Editeurs. 

(2) JOHAN SODERSTROM， Studies in Cladophora， Botanica Gothoburgensia， 1， pp. 

1-147， 1 map. 1963， Goteborg. 
(3) CHRISTIAAN VAN DEN HOEK， Revision of the European species of Cladophora， 

pp. 1-248， Pls. 1-55， 1963， Leiden. 

(4) YOSHIO SAKAI， The species of CladopllOra from Japan and its vicinity， Scientific 
Papers of the Institute of Algological Research， Facu¥ty of Science， Hokkaido 

University， 5(1)， pp. 1-104， Pls. 1-17， 1964. 

シオグサ科の主要構成属であるシオグサ属は，従来記載された種類数が3∞4∞にも

達するといわれ，緑議植物中最大の属である。しかも，その体制の比較的単純であるこ

-.2S~ 
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と，外囲条件により形態に著しい変化を生ずることなどにより，このグループの種の査定

は大変困難なものとされている。このようなことが主な原因となってか，その必要性が痛

感されていたにも拘らず，このグループのモノグラフ的な研究は，今世紀に入ってから殆・

んどなく，僅かに HAMEL(1924-1929)のフランス沿岸のシオグサ属の研究報告を見た程

度であった。 上に挙げた四著の中， (1)を除いて，いずれもシオグサ属のモノグラフであ

り，この点，藻類学に寄与するところが非常に大きいと言うことができる。なお，これら

の四著がし、ずれも学位論文であることは興味が深い。以下，各著について少しく解説をし

てみたし、。

(1) さきに， J6NSSON (1957-1959)はフランス大西洋沿岸産のモツレグサ属の1種

Spongomorpha lanosa (ROTH) KUETZINGおよびAσ'osiphoniaspinescens (KUETZING) 
K]ELLMANの生活環を研究し，それらが単細胞の Chlorochytriuminclusum K]ELLMAN 

および Codiolumpetrocelidis KUCKUCKをそれぞれ胞子体とする異型世代交代を行なう

ことを発見した。この結果，この特性に加うるに色素体の構造，細胞膜の性質等の形質を

考慮して，彼は，従来シオグサ科のメンパーであった Spongomorpha，Acrosiphoniaお

よび Urosporaの3属を含む新科 Acrosiphoniaceaeの設立を提唱した。今回の論文は，

更に詳しいデータを得るために，上述の3属の他にシオグサ科に属するネダシグサ属Rhi-

zoclonium，ジュズモ属 Chaetomorpha，シオグサ属 Cladophoraおよび Lola，更に新

科に関係をもっ Codiolumおよび Chlorochy的'umの諸属の種類について，形態学，細

胞学および生活環の様式などの面から比較研究をなしたものである。そして，研究結果か

ら判断すると，先に (1959)提唱した Acrosiphoniaceaeの設立は妥当であり，更に新目

Acrosiphonialesの設立も可能であると結論している。

Acrosiphoniaceaeとシオグサ科 Cladophoraceaeを区別する際の主な特性として，

J6NSSONが採用したものを列挙すると次表のようである。

---¥、FamilyI 
Character¥¥J 

1.生活環

2. 体 命日

3. 付着器官

4. 色素体

5. ピレノイド

6. 主細胞成膜分の

7. 細胞分裂

Acrosiphoniaceae 

異型世代交代

heterotrichous form 

多細胞

(t多Cyp孔HeA円aDr筒EcFh状AaoEJpDla ，1935のいう
stidi品pari品tal)

les pyrenoides 
polypyramidaux 

セルローズ IIIζ近い構造を
もつ物質

核分裂に随伴する

-30ー

Cladophoraceae 

向型世代交代

heterotrichous formでない

大多数は単細胞

(t網CypHeADmEeFs状AopUlDas，ti1d9i3e) 5のいう

les pyrenoides 
bilenticulaires 

セルローズIを含む

核分裂と関係なく独立に起る
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JONSSONは Acrosiphoniaceaeの類縁に言及し，上述の諸特性を考慮すると，この

科は Ulotrichales(Chaetophoralesや Ulvalesを含む)に縁の近いものであるが， Sipho-

nocladalesや Siphonalesからは準かに遠いものであるとし、ぅ。しかし，配偶体の細胞に

多核のものがあることはUlotrichalesと大いに異る特性であり，また Sphaeroplealesと

は生殖方法や生活環の様式で著しく異っている。このような観点から Acrosiphonialesの

設立の可能性が考えられると結論している。そしてシオグサ科は Siphonocladalesにおく

ことを妥当と考えている。なお， JONSSONによると， Acrosiphoniaceaeの3属は次のよ

うに区別できる。

f体は単条…・ …・・・・・…・………・ ・… ........ ・…・・・ ・0吋 uru
l体は分校
件) 1 細胞に 1 個の核をもっ…・….....・H・-…H ・ H ・...・ H ・......・ H ・ sρangomol~ρha

(b) 1細胞に n個の核をもっ・…...・H ・H ・H ・...・H ・.....・H ・-…...…….Acrosiphonia 

(2) ヨーロッパ大西洋沿岸産シオグサ属の 15種類を Referencesand synonyms， ln-

vestigated herbarium specimens， Taxonomical remarkおよび Descriptionなどの項目

に分けて詳しく述べている。記載文には，各種類ごとに，体を構成する細胞の縦横の長さ，

およびその比率を表示する要領のよい図表が併用されており，さらに顕微鏡写真や大きい

図が豊富に挿入されているので，各種類の特徴が容易に把握できる。なお SODERSTROM

はこの報告の中で，一つの新学名 Cladophoraoblitterata SODERSTROMを用意してい

る。 KUETZING(1843)の Cl.rudolphianaや， BLIDING (1935， 1936)が培養により，生

殖細胞を観察し，Cl. se1"iceaの名で・報告したものはこれと同一であるとL、う。

(3) 内容は1.lntroduction， 11. General part， II1. Keys， IV. Descriptions， V. 

Doubtful and erroneous namesの五章を中心としてなっている。この中， IIの主主はシオ

グサ属の形態学，細胞学，生殖，培養などに関する従来の研究結果を要領よく纏めており，

私にとっては，これらの知識を整理する上で大変役に立った。 さらにこの章には Delimi-

tation of the genusや Intersectionaland interspecific relationshipsの項目がある。

著者はこの中で，従来のこれらに関する諸学者の意見を紹介するとともに，著者自身の興

味ある見解を披挺している。著者はシオグサ属をかなり広義に解釈し，かなり異質的な組

合せからなるものという考え方で，次の 11J移質を基準に取上げ，それぞれの原始型および

誘導型を考え，それらを組合せることにより，この泌を 11の節に分けている。

形 質¥¥l 原始型ー→誘導型

1.仮根と枝の明瞭な区別|な し

2.仮根の形成される場所|基部ー上部

3.仮根の形態 単 純

~ 31ー
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基部のみ

分枝あり，二次的!C直立
部を形成
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易

原始型-->誘導型

雛

側部 1:頂部
介生生長備に頂輸生長)，1:頂端生長のみ
irre耳ularorganizati~n I acrope飽1organization 

7.細胞と生殖器官の形 |側面中央郎膨張 頂部膨脹

8.生殖器官の放出孔の|側
位置 面 頂 部

9.分校の有無 あり

10.生殖方法 滋定細胞による生猶

11.生活環の型式 同型世代交代

11の節の名称を列挙すると次のようである。

なし，または僅かにあり

栄養体生殖のみ

無性または中盤潜走予に
よる生殖をもっ世代のみ

I.A伍nes，11. Chamaethamnion， 111. Basicladia， IV. Repentes， V. Aegagropila， 
V1. Boodleoides， VII. Comuta， VIII. Rupestres， IX. CladophoI、X.Glome-
ratae， XI. Longi-articulatae. 

著者によると， A伍nesは最も原始的な節であり， Longi-articulataeは誘導形質を最

も多くもつ節である。また，彼の見解に従うと，ネダシグサ属 Rhizoclonium，ジ品ズモ

属 Chaetomorpha，および Basicladiaは属として独立させておくより，シオグサ属に含

ませることのできるグループであるとL、う。しかし，実際には，この論文中では，Basicladia 

のみをシオグサ属の 1つの sectionとして吸収するに留めている。なお，著者は生活環の

様式のちがいは属以上の taxaを規定する形質に用いたくない意見であり，また，先に紹

介したモツレグサ属をシオグサ属から遠く分離させる JONSSONの見解については，細胞

膜，色素体，ピレノイド，細胞分裂のちがいが最も重要な特性であるらしいが，さらによ

り多くのデータを集めるべきであると主張している。

IVの Descriptionの章では，ヨーロッパ産のものを中心に， 43種類を記述している。
この中で6種は新種であり，また2新変種を含んでいる。各種類については， (1) Nomen-

cla旬re，(2) Description， (3) Ecology， form range， and systematic position， (4) Repro-

duction and life history， (5) Distributionの項目があって，頗る詳細な記述がされてい

る。 Descriptionの項には，調査された各標本について，頂端細胞，枝の細胞，主軸の細

胞等の直径および縦横の長さの比率が表に掲載されている。また多くの種類について，培

養による観察がなされ，配偶子や器産走子の大きさの測定値や図が多数記録されてある。こ

れを見ただけでも実に多大の努力を要したであろうことが容易に窺い知れる。

記述されている種類の中で，わが国のシオグサ類と関係をもつものとして，次の種類

がある。
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(1) ミゾジュズモ。殖回三郎博土 (1932)により Chaetomorphaokamurai UEDAの

学名が与えられていたが， V AN DEN HOEKは，Basicladiaの一種と見倣し section

Basicladiaに属させ，Cladophora okamurai (UEDA) VAN DEN HOEKと学名を変更した。

(2) "'7リモ。分類学上の所属については，古くから論議されていた処であったが，

VANDEN HOEKは，Aegagr~ρila をシオグサ属の section と見倣し ， CladoJぅhoraaega・

gr~ρila (LINNAEUS) RABENHORSTの名を用いている。("'7リモ類については，さらに次

の阪井氏の論文の項参照)。

(剖北海道大学植物学教室の山田孝男教授の下で， -1-余年を要した阪井与志雄博土

(現稚内水産試験場)の労作。序章に次ぐ Taxonomiccharacteristicsの章で，著者は注意

を払った形質として (1)Colour of the frond， (2) Attaching organ， (3) Ramification， 

(4) Segmentを挙げ，それらの分類学的価値について論議を試みている。第三掌 Inter-or 

intrageneric divisions of thegenusで・は，初めにシオグサ属とモツレグサ属の関係を論

じているが，後者が前者と異なる点として従来見倣されていた次の4形質， 1. Spongy 

habit， 2. Special branches， 3. Intercalary cell division， 4. Larger and longer terminal 

segments than .the. segments below， and descending rhizoidsは多様性のもので，分類

学的形質として適当とは考えられない。そして著者は，より適切な形質として (1)Rim-

shaped septum (輪縁状隔膜)の存在， (勾 Circularorifice of sporangium with lid (有蓋

胞子放出孔)をもつこと， (3)細胞膜の主成分の構造がセルローズ II型に近いこと，を挙

げている。次に著者はモツレグサ属 SpongolltorphaとAcrosiphonia属の関係について

言及している。ここで著者は， PETERSCHILKA (1924)がシオグサ科のネダシグサ属 Rhi-

zocloniulltの1種で，細い細胞にはl核，太い細胞には多核の存在することを観祭した研

究結果を例に引き，従来両属を分つのに用いられていた1細胞に1核か多核かの形質は細

胞の容積と関係があるらしい。従って属性としては適当とは認めがたいと述べている。雨

属は， septumの構造，有蓋胞子放出孔の存在，仮恨および分枝の様子など全く同一であ

り， よって著者は， この2属は同ーのものであると結論する。属名は priorityの関係で

Spongomoゅhaを用うるべきである。

次にマリモ類について述べている。 (1)阿寒湖での観察によると，球形のマリモの見

られる所は限られた地域で‘あり，これに反し芝生状の habitをもっマリモの見られる所は

広範闘である。 (2)止水で培養すると，球形の体は漸次崩唆して芝生状に変形するが，流

水により再び球形になることができる。これらの観察に基盤をおいて，著者は，マリモに

おいては，球形より芝生状の habitが，より正常なものであろうと考察している。この結

果，著者は従来のマリモ属 AegagroPilaを独立した属と見倣さないで， シオグサ属に含

めて，亜属として扱っている。著者はさらに従来7 リモ類の名で，日本において記録され

た種類について再検討を行ない，その結果，マリモ，ヒメマリモの二種を独立した種類と

認め，他はこれらの二種のいすれかの formとして扱うに主IJっている。次に検2キi表を掲
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げる。

1. 節岡部は円筒状…・ H ・H ・.....・H ・.....・H ・..…… CI.sauteri (NEM) KUETZ. マリモ

1. 節間部は梶俸状またはビール樽状......CI. minima (OKADA) SAKAI ヒメマリモ

CI. sauteri (NEES) KUETZ.マリモの formsの検索表

1. 枝の主軸に対する角度は広くて，直角に及ぶ;節岡部ば長〈て，その長さは径の

(4→7-20(-26)倍...・ H ・...・ H ・...・H ・..… f.kannoi (TOKiDA) SAKAI カラフトマリモ
1.枝の主軸11:対する角度は鋭角;節間部lまそう長〈なしその長さは径の(3→6-12
(-17)倍・…...・H ・.......・ H ・-…・H ・H ・.....・H ・....・ H ・.....・H ・...・H ・.....・ H ・....・H ・・・ H ・H ・-…・ 2 

2. 小石を中核とする球状体は， 1-3層からなる伎は柔かい・

…...・H ・....・H ・.f. kurilensis (NAGAI) SAKAI フジマリモ

2. 中核をもたない球状体は同質の層からなる;枝はやや剛直である…・ H ・H ・.....・ H ・.. 

f. sauteri マリモ

CI. minima (OKADA) SAKAIヒメマリモの formsの検索表

1. 枝の節間部の径は70-120μ;集合浮滋性…・・H ・H ・.....・H ・....f. tninimaヒメマリモ

1. 枝の節岡部の径は(65→1∞-170(-240)μ;石11:付着・・
....・ H ・....・H ・...・H ・-… f.crω'sa SAKAI フトヒメマリモ

次に，従来マリモ類の諸種に与えられていた学名と，今回のそれらとの関係を示すと

次のようである。

Cladophora sauteri (NE瑚 KUETZINGf. sauteri 

(Synonym) 

CI. aegagropila f. sauteri RABENHORST， 1868 
Aegagropila saute1"I (NEES) KUETZING， 1843 
CI. sauteri (NEES) KUETZING f. kurilensis (NAGAI) SAKAl 

(Synonym) 

Aegograpila kurilensis NAGAI， 1940 (ー部)
Aeg. sauteri var. yamanakaensis OKADA， 1957 
Aeg. sauteri var. borgeana (non NORDEST.) KANNO， 1934 (一郎)
CI. sauteri (NEES) KUETZING f. kannoi (TOKIDA) SAKAI 

(Synonym) 

Aegagropila kannoi TOKlDA， 1954 
Aeg. kurilensis NAGAI， 1940 (一部)

Aeg. sauteri var. borgeana (non NORDST.) KANNO， 1934 (一部)
Aeg. lagerheimii (non NORDST.) KANNO， 1934 
Cl. minima (OKADA) SAKAI f. minima 

(Synonym) 

AegagroPila minima OKADA， 1957 
Aeg. sauteri var.' minima OKADA. in KOBAYASHI and OKADA， 19，臼
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第四章ではlCeysto the taxaを記述している。 ここで， シオグサ属を二つのiJI!属

(CladophoraとAegagropila)に分け，それぞれの特性を記し，さらに Cladopho1"a直属

を，不定仮根形成の有無，体の基部節間部の環状のくびれの有無により三つの節 (section)

に分けている。次にシオグサ属の亜属および種類などの検索表を掲げるJ

第五章 Descriptionで扱われている種類数は30で，その中の5種は新種であり，さ

らに2つの新しい formを含んでいる。

E 属の検索表

1.体は直立2仮根は一次的11:形成されるか，または，時に体の下部から不定的11:生ずる 2

insertionとevectionは正常に起る....・H ・.Subgenus Cladophora， emend. SAKAI 

1.体はクッション状;仮根は体の各部から不定的11:形成される insertionと evection

はゆるく起る・…・・ H ・H ・....・ H ・.Subgenus Aegagropila ICUETZING， emend. SAKAI 

Cladophora亜属の種の検索表

1.体の仮根は一次的11:形成されたもののみ (SectionJap側 icaeSAKAI)…....・H ・... 3 

1.体の仮根は一次的に形成されたものと，不定的に形成されたものとがある・H ・H ・.. 2 

2.体の下部の節間部は環状のくびれをもたない (SectionOpacae SAKAI) ...・H ・..13 

Z 体の下部の節間部は環状のくびれをもっ (SectionRugulosae SAKAI) ....・H ・-… 23

3.主授の径は200μ以上・ H ・H ・.....・ H ・-……....・ H ・......・ H ・..……...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・... 4 

3.主枝の径は2∞μ以下...・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..… H ・H ・...・ H ・.. 8 

4. IJ、伎は互生，またはやや偏生…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…・ H ・H ・..…...・ H ・..…・ H ・H ・.. 5 

4.小枝は明か11:偏生・ H ・H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・..…...・ H ・...........・ H ・....・ H ・...・ H ・.. 7 

5.仮根は糸状根が密11:接着して盤状形;小枝は少い・

Cl. ohkllboana HOLMES カタシオグサ

5.仮綬は糸状根が密11:接着していない;小枝は密生，東生………...・H ・...........・H ・.. 6 

6.基部の節間部は環状の線状模様をもっ;小枝の径は印ー130μ

Cl. densa HARVEY アサミドリシオグサ

6.基部の節間部は環状の線状模様をもたない;小枝の径は 150--300μ ・

. Cl. japol/ica YAMADA オオシオグサ

7.小枝の径は210-380μ で，単生...・H ・..… Cl.patula SAKAI ミナミシオグサ(新称)

7.小伎の径は 40--160μ で，双出偏生・

・・H ・H ・....… Cl.fasciculari・'s(MERT.) ICUETZING フサシオグサ(新称)

8.小枝は不規則にでるか，または互生...・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…… 9 

8.小枝は儒生・ H ・H ・..…...・ H ・...・ H ・...・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・...10 

*学術用語の日本語訳について，阪弁与志雄博士から少なからぬ助言と教示を賜わっ

た。記してお礼申し上げる。
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9.体はゆるい束状;小枝は少くて短い，径は (35-)40-70μ …-

Cl. oligoclada HARVEY サイダシオグサ(新称)

9.体はからみ合って団塊状;小枝は密生し，径は 15-35μ …・

. Cl. albida (HUDS.) KUETZING ワタシオグサ

10.体はぬるぬるしない・…..Cl. gracilis (GRIFF.) KUETZING ナヨシオグサ(新称)

10.体はぬるぬるする...・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・-・……...・ H ・..…… 11

11. 枝は二叉状で，径は(10-)15-25 (-40)μ … Cl. speci・'osaSAKAI ミヤピシオグサ(新称j

11. 枝は二叉または三叉状 ....・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

12.校の頂端は尖頭....・H ・....・H ・..Cl. rudo争hiana(AG.) HARVEY タマリシオグサ

12.枝の漬端は鈍頭…Cl.crystallina (ROTH) KUETZING クリスタルシオグサ(新称)

13. 淡水産 ・H ・H ・.....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

13. 海 産 ....・ H ・....….....・ H ・-…....・ H ・...・ H ・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

14.体は浮世寄性;第一次枝の節関部の径は 45-60(-100)μ …・

. Cl. cri.宅tata(ROTH) KUETZING ウキシオグサ(新称)

14.体は付着性;第一次枝の節岡部の径は 80-100(ー1日)μ …

…… Cl. glomerata KUETZING カモジシオグサ

15.体高lmm以下… H ・H ・....・ H ・.....・ H ・....Cl. conchopheria SAKAI カイゴロモ(新称)

15.体高 lcm以上・ H ・H ・.....・ H ・-… H ・H ・...・ H ・......・ H ・….........…・……・…...・ H ・.....・ H ・.16 

16.主枝の筏は 100μ 以上…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…………...・ H ・.....・ H ・..…… 17

16.主校の径は 100μ 以下…...・ H ・.....・ H ・............・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・....20 

17.体は柔かくて，ぬるぬるする…...・H ・..…… Cl.stunpsoni HARVEY キヌシオグサ

17.休は剛直である…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..……...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…… 18

18.小枝は径のふ15倍の長さをもっ円筒状の節間部からなる・H ・H ・..…

-…....・H ・.Cl. jastigiata HARVEY チャボシオグサ

18.小枝は径の 2-4倍の長さをもっほぽビール栂状の節岡部からなる・H ・H ・..……・・ 19

19. 不定仮根l主体の上部からも形成される・H ・H ・..Cl. aokii Y AMADA アオキシオグサ

19. 不定仮根は体の下部から形成される … 

. Cl. 1・upestrisf. suh1l1aril1a FOSLIE イワシオグサ(新称)

20.体は柔かく，短い，高さ約2cm以下....・ H ・...・ H ・-…・・ H ・H ・............…....・ H ・..21 

20.体はいくらか剛直で，高さ 2cm以上…...・ H ・..……...・ H ・......・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.22 

21.小枝は不規則にでる，単生，鈎状に曲らない，小枝の径は 15-30μ...・H ・.....・ H ・-

. Cl. pusilla SAKAI コシオグサ(新称)

21.小校は偏生，しばしば鈎状1<::曲る，小枝の径は 35-70μ ・

. Cl. Il1lcinella HARVEY マキシオグサ(新称)

22.小枝は偏生;その径は上方1<::細くなる…… Cl.opaca SAKAI ツヤナシシオグサ
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22.小校は不規則f(でる;その径は上方K太くなる

…...・H ・....Cl. art!naria SAKAIスナシオグサ(新称)

23.潮間帯上部!(生育;主枝の径は 170-320μ…Cl.rugulosa MARTENS クロシオグサ

23.低潮線以深f(生育;主校の径は初Oμ におよぶ・・

…. Cl. wrightiana HARVEY チャシオグサ

Aegagropila亜属の種の検索表

1.淡水産・H ・H ・..….........................................................................・H ・H ・..…・ 2

1.海産・・H ・H ・...・H ・....・H ・....・H ・....・H ・.....…....・H ・....・H ・....・・H ・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・-… 3 

2.節閲部は円筒状...・H ・...・H ・-…....・H ・-…… Cl.sauteri (NEES) KUETZING "7リモ

2.節岡部は援棒状，またはビール縛状…Cl.1I1inima (OKADA) SAKAI ヒメ 7 リモ

3.体は柔かい;主枝の径は 120μ以下…...・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・.. 4 

3.体は剛直;主校の径は 140μ 以上…...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・....・H ・5 

4.枝の頂端部は短かく，径の 3-6倍の長さの節間部からなる・

………… Cl. socialis KUETZING ナンカイシオグサ(新称)

4.校の頂端部は長く，径の 4-10(-30)倍の長さの節間部からなる…

...・H ・.....・H ・.Cl. patentimmea (MONT.) KUETZING ホソパシオグサ

5.小枝は偏生…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..Cl. fuliginosa KUETZING カピシオグサ

5.小枝は対生...・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....Cl. sibogae REINBOLD ネダシシオグサ

上に紹介した四つの論文のほかに，シオグサ類に関して最近発表されたものに次の報

告がある。

PETER KORNMANN， Eine Revision der Gattung An・'O.<iphoni'O， Helgolander 

Wissenschaftliche Meeresuntersuchungen， 8 (2)， pp. 219-242， 1962. 

へリゴランド品産の3種類 (AC1・'Osipho川i'Oarcta (DILLW.) J. AG.， A. rentrali.< 

(LYNGB.) KJELLM.および A.sonderi (KUTZ.) KORNMANN)の分類，形態およびl古美

による生活環の研究を行なったものである。 KORNMANNは AcrosかlWlIia属と Sρollgo・

lIlorpha属の関係について言及し，彼が生活環を研究した Arrosiphonia属の2穂 A.

arrtaおよび A.sonderiは，いずれも向型世代交代を行なうことから，両属は生活環の

様式によって区別することができると述べている。 すなわち，Acrosij>hollia属は同型世

代交代を行ない，Spollgomorpha属は異型世代交代を行なうものであるとL、ぅ。

KORNMANNはこのほかに，体制lおよび生活環の様式に基盤をおいて，ヒピミドロ R

Ulotrichales分類体系を論じた興味ある論文を発表しているが，この中で，彼は従来シオ

グサ科に含まれていた Urospora属を，ヒピミドロ属 (Ulothrix)やヒトエグサ属のある

種 (Monostromaspp.)や GOlllontia属などとともに，ヒピミドロ自に入れるのが妥当で

あると主張している。 (PETERKORNMANN， Die Ulotrichales， neu geordnet auf der 
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Grundlage entwicklungsgeschichtlicher Befunde， Phycologia 3 (2)， pp. 60-68， 1963)。

(千原光雄一一国立科学博物館植物学第二課)

中国で藻類学学術会識が初めて開催されたこと

縞物学報 ActaBotanica Sinicaの12巻4号384頁 (1964年12月)に，金鴻志が第一

回全国藻類学学術会議の経過を報告している。次にその大要を紹介します。

中国植物学会と中国海洋湖沼学会との共催で， 1964年7月下旬，青島において，第一

回全国藻学学術会議が開催された。会議は5日間続き，綜合報告2日間， 5専門部会に分

かれての討論が3日間であった。出席した代表は55人，傍聴者60余名。提出された論文

要旨は 144篇。内容は藻類の分類，形態，生活史，生理生態，遺伝育種，生産力，窒素固

定藍藻，単細胞藻，化学，加工利用，綜合調査となっている。

会議では初めの2日間に，中国建国以来の淡水藻及び海藻の研究状況と，主たる成果

の報告及び藻類の分類，形態，生態，生理，化学，加工，培養利用等の分野における国際

的な動向に関して 12簡の報告が行なわれ，あとの5日聞に， 5つの専門部会で8題目(名

称，窒素固定藻，単細胞藻，生産力，ノリ養殖，コンプ養殖，其他の海藻養殖，化学加工)

に分かれて討論が行なわれた。

最近数年間の中国における藻類学関係の主たる収穫として次のものを挙げている。

(A) 養殖関係には 1)アマノリ類の養殖，窒素吸収利用，胞子の形成と放出。 2)コンプ煩

の新品種の育成，遺伝，雑種強勢，春苗の培養，混水区(原文通り)の光合成作用，幼苗腐

蝕の防止と亜鉛の効用。 3)キリンサイの養殖。 4)ワカメの生長。 5)アルギン酸ソーダー。

(B) 分類形態関係には 1)ホシミドロの色素体分裂。 2)拍箱藻(原文)の細胞分裂。 3)フ

ノリの生殖器官。 4)水の華。同緑藻，紅藻，藍藻の分類。

(c)生理生化学関係には 1)放射線の効能。 2)イオン吸収。 3)アンモニアや炭素の代謝。

4)微量元素の定量等。

会議のもようとして「討論中には年配の専門家も青年科学者もともに百家争鳴の精神

にもとづき，それぞれ自己の見解をのベて問題を提出し，討論は極めて熱心に行なわれ

た……」とあり，また r..・H ・討論を通じて藻類学将来の方向と任務とを明らかにした。藻
類学は生産の実際と結びついて，中国の経済建設面の科学技術的な問題を解決することを

主要任務とすべきであり，同時に基礎理論の研究を強化し，重要な空白面を補償し，護類

学の全面的で健全な発展を保証することを一致して認めている」と記している。

以上の報告中には，中国藻類学会が結成されたらしい様子はみられなし、。しかし中国

においても，藻類を研究材料としている研究者たちが一堂に会したことは重要なことであ

り，やがて日本其の他のように藻類学会の結成される日も近いものと想像できる。

(神戸大・理広瀬弘幸)
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雑 報 39 

淡水藻類研究者にお願い

群馬に淡水藻類グループ生る

海をもたぬ山国のこととて，藻類を少々つっこうと思えば，いきおい淡水産のものの

みにかぎられる。幸い，尾瀬ケj京・大峯・赤城等の湿原，湖沼池，河川等山地平坦地を問

わず豊富で司あるため材料にはことかかない。

日頃，教室で知識の切り売りをしているだけでは，あまりにも能がなさすぎると考え

ている同志が集った。

正式には右下馬生物教育研究会内の一つのグループとして 1964年6月に発足した。メ

ンバーは13名，主として高校の先生で，それに中学の先生が加わっている。

早速，群馬県の南東，館林市茂林寺沼の調査，榛名山麓でのカワノリ採集会等をおこ

なった。その成果は近く発表の予定である。ただ残念なことには予算的裏づけがないの

で，淡水藻類関係の研究者を，おまねきして，御指導をあおぐことも出来ない状態である。

そこで，虫のよい話であるが，若し，淡水藻類の諸先生が群馬県に足を踏み入れられる機

会があったら，ガイドをつとめるかたわら御指導をお宮島、したいと一同考えている次第，

叉，種の同定等をお願L、したく思って居ります。尚，他県の小・中・高の先生方で入会の

御希望あれば歓迎致します。採集会の御案内，材料の交換，その他，研究に関する連絡機

関としたく存じます。

御指導，御声援の程お国品、致します。

連絡場所: 群馬県佐波郡境町県立境高等学校生物室伊藤市郎(チリモ)宛

第5回国際海藻シンポジウム開催のお知らせ(追記)

本年8)J25日から 28日迄カナダ ハリファックスに於いて行なわれる第5回海藻国

際シンポジウムに関しては本誌12巻l号に記したが共後第2回の通知があり，更に次の様

なことがW:Iらかとなったのでお知らせします。

1.会場 カナダ ノパスコチヤ ハリファックス市の DalhousieUniver~ity 

2. 参加申込は 6月15日迄

3. 報告論文，抄録は4月15日迄に提出のこと。

4. 特別講演が次の4氏によって行なわれる。

a) 荒木長次氏 (京都工芸紘維大学)

b) F. N. Woodward (Arthur D. Little Research Inst.， Edinburgh) 
c) E. Baardseth (J )レエー トロンドハイム 海藻研究所)

d) J. Feldmann (パリー大学)
5. 見学旅行 8月21日-25日 PrinceEdward Isl.， 8月26日ハリファックス近郊

見学 8月28-31尚 南部ノパスコチア地方 (Bayof Fundy地方へ)
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40 藻類第13巻第1号昭和40年4月

本学会懇談会

昭和40年4月4日午後6時より，日本水産学会大会を機に，本学会懇親会が全海苔会

館に於いて開催された。出席者は33名。片岡実幹事の司会により始まり，山田会長の挨拶，

全海苔迩寄付によるビールの乾杯，次いで， r別名Jr怒蝉」等をも含めての自己紹介が爆
笑の続出するうちに行なわれ， 9時前に散会した。

当日の出席者は次の通り (敬称略)。

新崎盛敏，藤山虎也，林田文郎，岩崎英雄，片岡実，加崎英男，川島昭二，喜田和四良11，

小林弘，黒木宗尚，丸山武男，三浦昭雄，中村義揮，野沢治治，大房剛，尾形英二，近江

彦栄，斎藤俊一，斎藤雄之助，里見雅子，瀬木紀男，須藤俊造，田中剛，寺本賢一郎，時

国軍~，殖国三郎，植村功，梅林備，渡辺篤，山田幸男，山岸高旺，山崎浩，吉田忠生.

尚この懇談会に殖国三郎先生の御懇配によって全海苔連より多大の御寄付をいただき

ましたが，その御厚意に対し誌上をかりて厚くお礼を申し上げます。

学会録事

会員移動

(昭和39年12月16日より昭和40年3月31日まで)

新 λ 会 (12名)

住所変更 (18名)
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学会銀事 41 

住所訂正 (Vol.XII， No. 3掲載分)

退会 (8名)

道水試室蘭分場，国谷隆，光永国定，西部哲，向坂道治，佐藤友Ifs，沢竜彦，田中康子

岡和39年度庶務会計報告

(昭和39年4月1日より昭和40年3月31日まで)

庶務報告

1.昭和39年 4月 1日 東京i水産大にて本学会懇談会を開催出!お会員39名

2. 昭和39年 4月25日 「藻類」第12巻第1号発行

3. 昭和39年 8月25日 「藻類」第12巻第2号発行

4. 昭和39年10月10日 金沢大学に於て本学会評議員会開催，ひきつづき第12回本学

会総会を開催，出席会員55名。庶務会計報告その他。

総会にひきつづき怨脱会を開催。山田幸男・舟橋説住キ「能登の泌通信JJ障がi

5. 昭和39年12月20lJ r深刻J第12巻第3号発行
6. 昭和40年 2月28日 昭和40年・ 41年度会長及び評議員選挙，開業の結栄次の諸

氏が当選

会長山田幸男，評議員北海道地区近江彦栄，時国軍~，東北地区黒木宗尚，

関東地区野田光蔵，須藤俊造，福島博，中部地区瀬木紀男，近畿地区広瀬弘

幸，今姻宏三，中国・四園地区猪野俊平，九州地区凶中削

7. 昭和40年 3月31U 現在会員数 430名
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42 藻類第13巻第1号昭和40年4月

会 計 報 告

収 入 の 部 支 出 の 部

円 円

会 費 285人(430件) 207，039 49，700 

臨時会費 137人(137件) 52，063 VoI.XII-2 42，340 

f本誌 256冊 34，040 印刷費 Vol. XII-3 61，0α} 
パック

lndex 3冊 1，840 総索引 78，1α)() 

2 11，920 

手日 子 振替貯金口座 887 (含，総索引)

拓銀普通貯金 60 
発送費 Vol. XII-2 7，940 

附本会金沢大会lζ於 Vol. XII-3 8，660 
寄

て小西健二民より
720 
通信費 6，418 

消耗品質 1，275 

謝 ネL 33，400 

言1・ 296，651 計 300，653 

前年度繰趨金 156，674 次年度繰越金 152，672 

車窓 員十 453，325 総 計 453，325 

役員移動

今般，本会会計・編集兼任の舟橋説往氏は昭和40年4月1日付ーをもって会計幹事専任

となった。
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定

会員諸君から大体次の事柄を御含みの上投稿を期待します.

1. ~盛類に関する小論文(和文)，綜説，論文抄録，雑録等。

2. 原術指識の取捨.掲殺の順序，体遺誕及び校正は役員会に一任の乙と。

3. }]ij刷の費用は著者負担とする。但し小論文，綜説，総合抄録に限りその 50部分

の1費用は会にて負担する。

4. 小論文，綜説，総合抄録は 400字詰原稿用紙12枚位迄，其他は向上6枚位迄を

限度とし図版等のスペースは此の内に含まれる.

倫小論文，綜説i乙限り.欧文題目及ぴ本文半頁以内の欧文摘要を付するとと，欧文

は成る可<. ~定.独語を用うる乙と.

5. 原稿は平仮名混り，積書と しなるべく 4ω字詰原稿用紙を用うる乙と。

向学会に関する通信は，キL幌市北大理学部総物学教室内本会庶お，会計叉は編集幹

事宛とし幹事の個人名は一切使用 ぜぬよう特に注意の ζと。
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